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斜面上の土地利用変化
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台地・段丘（上位面）の土地利用変化
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台地・段丘（中・下位面）の土地利用変化
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砂丘・その他の土地利用変化
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谷底平野・氾濫平野の土地利用変化
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凹地・浅い谷の土地利用変化
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単位：面積（ｈａ）

田へ変化 畑へ変化 荒地へ変化 市街地へ変化 水面へ変化

斜面 1.00 8.25 31.75 65.75 0.25 108.75 22.00

台地・段丘（上位面） 0.25 78.25 21.75 204.25 0.00 109.25 37.00

台地・段丘（中位・下位面） 1.25 16.25 5.00 51.75 0.25 31.00 19.25

山麓堆積地形 0.25 0.00 1.25 0.00 0.00 1.00 0.00

低地の微高地（扇状地・自然堤防） 0.75 0.50 0.00 0.75 0.00 0.75 2.50

低地の微高地（砂丘・その他） 0.25 0.00 5.75 114.00 1.75 106.75 124.25

凹地・浅い谷 0.00 10.50 1.00 15.75 0.00 9.25 6.00

低地の一般面（谷底平野・氾濫平野） 6.00 2.50 15.00 18.50 0.75 16.25 6.50

低地の一般面（後背低地） 2.75 0.00 1.75 4.50 0.00 6.00 2.50

低地の一般面（旧河道） 0.25 0.00 0.00 0.25 0.00 0.25 0.75

頻水地形 0.00 0.00 3.50 1.25 0.00 0.00 3.00

水部 0.00 0.00 0.50 0.00 0.00 0.00 0.00

樹林地減少（1915→2008）
変化なし 樹林地増加

上段 面積（ｈａ）

下段 各行における割合（％）

2008年

田 畑 樹林 荒地 市街地 水面 海浜 計

田
418.25 10.75 25.00 43.50 50.00 2.50 0.00 550.00

76.0 2.0 4.5 7.9 9.1 0.5 0.0 100.0

畑
119.00 608.00 64.00 49.25 603.25 1.50 0.00 1,445.00

8.2 42.1 4.4 3.4 41.7 0.1 0.0 100.0

樹林
12.75 116.25 389.25 87.25 476.75 3.00 0.00 1,085.25

1.2 10.7 35.9 8.0 43.9 0.3 0.0 100.0

1915年
荒地

5.00 0.50 4.00 13.25 25.25 4.25 1.00 53.25

9.4 0.9 7.5 24.9 47.4 8.0 1.9 100.0

市街地
0.25 15.00 4.75 2.00 91.75 0.00 0.00 113.75

0.2 13.2 4.2 1.8 80.7 0.0 0.0 100.0

水面
31.50 0.75 3.25 8.75 179.00 75.25 12.00 310.50

10.1 0.2 1.0 2.8 57.6 24.2 3.9 100.0

海浜
0.00 0.00 122.75 6.00 133.00 16.50 20.25 298.50

0.0 0.0 41.1 2.0 44.6 5.5 6.8 100.0

計 586.75 751.25 613.00 210.00 1559.00 103.00 33.25 3856.25

文化資源名 種類 主要な地形

1915年 2008年 1915年 2008年
二軒茶屋古墳群 古墳 74.3 31.7 斜面・低地（一般面） 0.0 18.0

真崎古墳群 古墳 37.0 66.9 台地（上位面）・斜面 34.9 0.0

舟塚古墳 古墳 57.3 15.9 台地（上位面）・斜面・浅い谷 0.0 0.0

白方古墳群 古墳 30.2 11.7 台地（中位面）・斜面 2.4 53.6

別当山古墳 古墳 43.1 43.1 台地（中位面）・斜面 0.0 0.0

下ノ諏訪古墳群 古墳 42.4 24.7 低地（一般面）・斜面 0.0 0.0

須和間古墳群 古墳 35.5 15.0 低地（一般面）・台地（中位面） 0.0 45.0

権現山古墳／素鵞神社 古墳／神社 40.6 25.2 台地（上位面）・斜面 0.0 8.7

和尚塚古墳／素鵞神社 古墳／神社 0.0 0.0 台地（中位面） 218.8 315.5

法幢山鏡福院如意輪寺 寺院 0.0 15.9 台地（上位面） 109.8 10.4

石神山宝積院泉福寺 寺院 3.6 3.4 台地（上位面）・斜面 83.8 71.6

日輪山正福院勝軍寺 寺院 31.7 0.0 台地（上位面）・斜面 0.0 109.6

華輪山真風院願船寺 寺院 24.0 24.0 台地（中位面）・斜面 11.0 11.0

住吉山長松院吉祥寺 寺院 28.7 20.5 台地（中位面）・斜面 9.5 31.2

村松山虚空蔵堂 寺院 68.1 60.2 低地（微高地） 23.1 26.9

富士神社 神社 64.2 32.9 斜面・低地（一般面） 0.0 0.0

八龍神社 神社 10.5 4.5 台地（上位面） 56.7 67.2

素鵞神社 神社 12.5 17.9 台地（上位面） 0.4 0.4

八幡神社 神社 13.0 8.0 台地（上位面） 52.1 0.0

素鵞神社 神社 41.9 56.5 台地（上位面） 2.0 0.0

船場稲荷神社 神社 55.9 41.4 台地（上位面） 0.0 18.5

住吉神社 神社 55.9 31.8 台地（上位面）・浅い谷 0.0 0.0

別雷神社 神社 34.1 44.2 台地（上位面）・低地一般面 1.3 1.3

住吉神社 神社 17.5 23.8 台地（中位面） 3.9 3.9

石神社 神社 0.0 15.9 台地（中位面）・斜面 153.2 3.2

素鵞神社 神社 20.5 20.5 台地（中位面）・斜面 9.1 9.1

三吉稲荷神社 神社 29.4 29.4 台地（中位面）・斜面 12.9 12.9

豊受皇大神宮 神社 23.7 33.6 台地（中位面）・低地 11.9 11.9

素鵞神社 神社 0.0 0.0 台地（中位面） 296.8 296.8

磐船神社 神社 8.0 0.0 低地（一般面） 0.0 280.3

阿夫利神社 神社 29.0 8.8 低地（一般面） 6.0 46.2

大山祇神社 神社 31.5 0.0 低地（一般面）・斜面 16.3 209.3

三峯神社 神社 0.5 0.0 低地（微高地） 91.1 318.4

秋葉山神社 神社 84.7 2.7 低地（微高地） 0.0 156.9

大神宮 神社 94.0 98.6 低地（微高地） 0.0 0.0

香取神社 神社 0.0 24.0 低地（微高地・一般面） 161.3 0.0

富士大権現神社 神社 80.4 71.0 低地（微高地・一般面） 0.0 0.0

100ｍバッファ内の樹
林地面積割合（％）

樹林地への最短距離（ｍ）

景観類型 標高（ｍ） 勾配（度） 樹林地 文化資源 公園 樹林増減率（％） 田 畑 樹林地 荒地 市街地 水面 海浜
A 16.50 3.41 120.26 506.52 455.72 -38.03 6.38 3.72 9.31 51.73 25.27 3.59 0.00
B 17.83 5.52 30.66 372.57 346.14 -12.12 20.50 14.73 31.30 7.20 25.76 0.52 0.00
C 3.09 1.47 51.24 780.07 861.86 37.50 0.00 0.00 37.50 0.00 0.00 18.75 43.75
D 4.79 0.30 415.91 621.87 731.57 -4.00 1.25 0.00 0.75 32.50 7.50 58.00 0.00
E 6.55 0.92 196.22 474.75 471.20 -1.61 83.39 3.84 3.17 1.74 7.37 0.49 0.00
F 22.97 1.84 15.25 683.40 477.36 3.16 4.89 16.04 57.61 2.86 18.45 0.15 0.00
G 25.05 0.95 149.09 502.52 296.60 -22.86 1.47 37.16 5.07 1.73 54.28 0.30 0.00

近接性（ｍ） 2008年　土地利用割合（％）

　本研究の目的は，土地利用変化と文化資源の立地の視点から地域景観の特性を把握すると
ともに，それらを視覚的に表現し，みどりのワークショップ等における市民参加の場面での
情報共有化を図ることである。

　使用データとして，1/25000 旧版地形図および航空写真から，1915 年（大正 4年）および
2008 年（平成 20 年）の土地利用図（50m グリッドサイズ）を作成した。
　村全域で田は微増傾向にあるが比較的変化が少ない。一方，畑，樹林地，荒地では，それ
ぞれ 40 ～ 50％が市街地へと変化している。また，港湾での水面埋め立てや海浜での原子力
関連施設の建設による市街地の増加も著しい。

　東海村は，東西および南北が約 7.9km
と，ほぼ円形に近く，東は太平洋に面し
ている。標高は最高点で 40m 弱と比較的
平坦であるが，台地と低地域の境界は
10m 程度の崖地となり，入り組んだ谷津
地形がみられる。

　斜面域では，樹林地が約 40％
減少しているのに対して市街地
が急激に増加している。台地・
段丘面では，畑地および樹林地
の減少と市街地の増加が顕著で
あり，特に上位面では約 65％の
樹林地減少がみられる。また，
後背低地や谷底平野，氾濫平野
等の低地域では土地利用の変化
が少なく，安定した水田地帯が
形成されている。

　全体の傾向として，台地・段丘の上
位面では著しい緑地の減少と市街化が
みられるが，地区別に考察すると，

【石神地区および白方地区】
　低地と台地を結ぶ斜面上では，帯状
の連続した樹林地が保存される傾向に
ある。
【舟石川地区および中丸地区】
　台地面上に位置し，樹林地面積の大
幅な減少と分断がみられ，谷津の荒地
化も進んでいる。
【真崎地区および村松地区】
　海岸低地の砂丘域では，施設建設に
よる樹林地減少とクロマツ植林による
樹林地の増加が同時にみられる。

　東海村には，神社，寺院，古墳
をはじめとした，文化資源が数多
く存在する。文化資源周辺にバッ
ファを生成させ，その立地特性を
考察した結果，台地の上位面およ
び中位面に位置する文化資源の大
部分が，斜面域に近接して立地し
ていた。また，文化資源周辺の土
地利用を 1915 年と 2008 年で比較
した結果，0～ 100m のバッファ内
では，樹林地の減少割合が少なく，
緑地が維持される傾向にあった。

　標高および傾斜，樹林地・文化
資源・公園への近接性と樹林地増
減率，土地利用割合を用いて，ク
ラスター分析により景観の類型化
を行った。
【類型 A】：主に斜面上に位置し樹
林地の減少率が高く，荒地の割合
も高い。
【類型 B】：主に斜面上に位置し文
化資源への近接性が高く，樹林地
割合も比較的高い。
【類型 C】：海浜の砂丘に位置しク
ロマツ植林により樹林地の増加が
みられる。
【類型 D】：久慈川の河川敷に相当
し，荒地の割合が高い。
【類型 E】：低地の一般面や微高地
から構成され，水田の割合が非常
に高い。
【類型 F】：台地面上の浅い谷の付
近に位置し，樹林地への近接性が
高く，樹林地割合も高い。
【類型 G】：台地面上に広く分布し，
市街地割合が 50％を越え，樹林
地の減少率が高い。

１．対象地域 ２．研究目的

３．土地利用変化（1915 ～ 2008）

４． 地形条件と土地利用変化

５．地区別の樹林地変化

６． 文化資源の立地特性
７． 類型化による景観特性の把握

土地利用変化と文化資源の立地からみた景観特性の分析
～茨城県東海村におけるみどりのワークショップを事例として～

　景観類型から地域の保全と活用について考察すると，主に斜面上に位置する【類型 A】，
【類型 B】と，台地面上に点在する【類型 F】を連続させ，東海村を取り囲む帯状の緑地帯
の形成を図ると共に，台地面上に広く分布する【類型 G】では，公園整備や街路樹等によ
る緑化を推進し，樹林地の減少を抑える必要がある。一方，低地域の【類型 E】では広大
な水田景観を保全し，久慈川沿いの【類型 D】から河口付近の【類型 C】では，水辺空間
の保全と共に，レクリエーション等の場としての活用が期待できる。

８． 保全と活用に関するまとめ

図2　標高

図 3　傾斜

図 1　対象地域

図 4　土地利用（1915 年） 図 5　土地利用（2008 年）

図 6　地形条件

図 7　地形条件と土地利用変化

図 8　樹林地の変化（1915→2008）

図 9　文化資源の分布

図 10　バッファ内土地利用（1915 年）

図 11　バッファ内土地利用（2008 年）

図 12　景観類型

表 1　土地利用変化

表 2　地形条件と樹林地変化

表 3　文化資源の立地特性

表 4　景観類型の指標値
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